
32 ビジネスコミュニケーション 2007 Vol.44 No.8

特集　  最新情報セキュリティソリューション

◆対策2：各クライアントに分散し

ていた情報をサーバ側で一括管理で

きるので、運用コストを抑えながら、

より強固なセキュリティ環境を構築

することができる。

シンクライアントは、セキュリテ

ィの強化と運用コストの削減という

２つの課題を解決する有益なソリュ

ーションだが、「専用のシンクライ

アント端末が必要である」といった

理由から、「大規模システムには適

しているが、中小規模のシステムに

は適していない」との声も聞かれて

いた。このような声を踏まえて、コ

ストを抑えながらシンクライアント

環境を構築することを目的に開発さ

れたのが、NTTコムウェアの「コ

ムウェア シンクライアント」であ

る。NTTコムウェア㈱ ビジネスイ

ンテグレーション部 パートナー営

業部長の松谷光男氏は、コムウェア

シンクライアントの特長について、

次のように語っている。

「コムウェア シンクライアント

は、デスクトップLinuxとして、ビ

ジネス領域で実績を積み重ね、ビジ

ネスサポートを保証してきたノベル

日本版SOX法や新会社法をはじ

めとした内部統制、およびコンプラ

イアンス（法令遵守）への関心が高

まってきている。また、個人情報保

護法の施行後も多発している情報漏

洩事件の発生を受け、よりセキュア

なビジネス環境を実現する対策が求

められている。「セキュリティの強

化」は、依然として重要な取組みで

あり、「運用コストの削減」ととも

に、企業が直面している大きな課題

である。この２つの課題を解決する

手段として注目されているのがシン

クライアントである。

シンクライアントとは、ハードデ

ィスクやCD-ROM/RW、フロッピ

ーディスクおよびUSB等のストレ

ージ系デバイスを搭載せず、さらに

PC端末側には、データを一切持て

ないシンプルな構造のPC端末のこ

とをいう。このシンクライアントを

導入することで、次のような対策が

可能となり、クライアント環境のセ

キュリティが強化され、情報漏洩リ

スクが大幅に減少される。

◆対策1：クライアント端末に情報

が保存されないので、クライアント

端末が盗難されたり紛失しても情報

が漏洩する心配がない。

セキュリティ強化とコスト削減を
同時に解決するシンクライアント
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社の『Novell Linux Desktop9』を

ベースに開発されたソフトウェアで

す。約1年間、NTTグループにおい

てトライアルを行い、実用性と信頼

性を検証しました。このコムウェア

シンクライアントの最大の特長は、

既存のPCをそのまま活用できるこ

とです。シンクライアント専用の

O S を 搭 載 し た U S B メ モ リ

（Upstick）、あるいはCD-ROMを

既存のPCにセットするだけで、シ

ンクライアント環境を実現すること

ができ、PCへの新規インストール

の必要はありません。利用後は、

UpstickやCD-ROMをPCから取り

外し、再起動するだけで通常利用し

ているPC環境に戻ります。このよ

うに、手軽にシンクライアントシス

テムの導入検討やトライアルを行う

ことができるので、段階的な導入に

も柔軟に対応することができます。」

また、コムウェア シンクライアン

トは、OSがROM化されているので、

基本ソフト（OS）の改ざんやウイル

ス感染によるOSの破壊もない。万

一、ウイルスに感染したとしても、

再起動するだけで初期状態に戻る。

シンクライアントを実現する代表

的な方式として、「SBC（Server

Based Computing）方式」、「ブレ

ードPC方式」、「ネットワークブー

ト方式」がある。SBC方式とブレ

ードPC方式は、サーバやブレード

から送られた画像・データをクライ

アント端末で表示する、画面転送型

のシンクライアント。一方ネットワ

ークブート方式は、起動時にOSや

アプリケーションをネットワーク経

由でクライアント側にダウンロード

して実行するものである。コムウェ

ア シンクライアントは、SBC方式

を採用している。SBC方式の特長

は、クライアントの運用管理をサー

バに集約することが可能なこと。図

1はコムウェア シンクライアントの

利用イメージをまとめたものであ

る。NTTコムウェア㈱ ビジネスイ

ンテグレーション部 パートナー営

業部 チーフエンジニアの長井英樹

氏は、各シーンの利用について、次

のように語っている。

「社内オフィス環境では、サーバ

側でアプリケーションやファイルな

どの資源を一括管理して、クライア

ント端末にはアプリケーションの実

行・処理情報（画面情報）が転送、

表示されます。クライアント／サー

バ（C/S）環境では、SBC方式を利

用して、既存のC/Sで行っている業

務システムが移行され、社内オフィ

ス環境と同様に画面情報を転送、表

示されます。そしてオフィス以外の

場所でも、RDP（Remote Desktop

Protocol）の接続先やVPNの接続

環境などのカスタマイズに対応でき

るので、社内システムにアクセスし

たいというリモート環境の要望にも

対応することができます。」

今後、NTTコムウェアは、デスク

トップ環境のオープン化に向けて、

WindowsデスクトップとLinuxデス

クトップをサーバにハイブリッド統

合したIT基盤の実現や、認証基盤と

の連携を図るなど、セキュアなビジ

ネス環境を実現するソリューション

の提供を進めていく予定である。
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クライアントの運用管理を
サーバに集約することが可能
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